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船用ボイラーの油汚れ 
 
概要 
ボイラー管の表面に極薄い油膜が付着するだけでも局

部的な過熱が生じ、ボイラーに損傷を来す可能性があ

ることはよく知られていますが、船用ボイラーの誤作

動や故障は目新しい問題ではありません。Gard には近

年、ボイラー給水システムへの油混入に起因するボイ

ラーの損傷に関連して、数多くのクレームが寄せられ

ています。そのいくつかの事例では、微量の油漏出を

発見した船員によると、ボイラーは、表面ブローでは

なく缶底ブローの実施によって完全に油に覆われてい

たとのことです。修理後の清掃の際、ボイラーや給水

管システムから油が適切に除去されておらず、このことが再び亀裂を引き起こし、それに伴っ

て高熱伝導部分の完全性が失われていました。 
 
報告された事故の多くで、給水システムの清掃やボイラー管の交換などの高額で時間のかかる

修理の必要性が生じています。そこで、本サーキュラーでは、適切なボイラー操作とメンテナン

スの重要性を船主や運航者の皆様に再認識していただくと共に、給水システムへの油漏出の予

防と（必要な場合には）対処のための適切な対策法についてご説明します。 
 
最近の事例 
油汚れの発生源として最も多いのは、燃料タンクと燃料加熱器または潤滑油加熱器のヒーティ

ングコイルからの漏出です。ある最近の事例では、ホットウェルタンクから燃料油が検出され

たのですが、これはその数週間前に発生した燃料用清浄機の加熱器内の漏出が原因であると考

えられました。この問題の加熱器を新しいスペアと交換し、ホットウェルタンクを清掃してか

ら、再びボイラーを作動させたものの、その数週間後に船員が温水タンクの低水位警報に気付

いたため、詳細に調査したところ、加熱炉の内側に水漏れが発見されました。ボイラーを開け

てみると、煙管付近に複数の亀裂が生じていることが判明しました。 
 
また、別の事例では、ホットウェルタンクに過剰量の重質燃料油（HFO）が発見されました。

検油タンクの検出システムに問題があったために警報器の接続が外されており、油検出警報器

が一切鳴らなかったようです。検査の結果、給水システムが油で完全に汚染されていることが

判明し、共通の循環ポンプを稼働させていたことから、汚染は排気ボイラーにも及んでいまし

た。さらに調査を行ったところ、補助ボイラーの壁パネルに亀裂が生じたことで燃焼室へ給水

が漏出し、局部過熱により複数のピン管が破損していました。給水の汚染原因は、ある HFO
タンク内の加熱コイルの破損であることが判明しました。過去の乾ドックの際にこの加熱コイ

ルは新しいものに交換されていましたが、一部のコイルがパイプクランプが欠落した状態で取

り付けられていたため、結果として振動が過熱コイルの故障を引き起こしたことが調査で明ら

かになりました。船主は、船をオフハイヤーとし、給水システムの徹底的な清掃を行い、補助

ボイラーの欠陥パイプを取り付け直すことを決定しました。 
 
結果 
ホットウェルタンクの油検出警報器の接続を外すなどの問題は、重大な損害につながる場合が

あります。警報器が作動しており、もっと早い段階で事態を確実に発見していたならば、故障

を回避することができたかもしれません。最も危険な水質汚濁は、加熱コイルや熱交換器から

漏出する重質油が蒸気や復水に侵入することです。問題の発見が遅れると、水流の減少とボイ

ラー管の熱伝導／冷却が最小限に抑えられることで過熱が生じ、ボイラーが完全に破壊される

場合があります。その直接的な影響としては、油燃焼ボイラー内のフォーミングやキャリーオ

ーバー現象が生じさせるほか、ボイラー水位制御と自動安全停止装置の故障など様々です。よ

り深刻な油汚れになれば、ボイラー鋼板を通じた熱伝導率の大幅な低下につながる可能性があ

り、金属温度が設計値を上回る一因となります 1。 

 
1 DNVによれば、定格7バールの補助ボイラーを正常動作条件で稼働させた場合、水側の油の薄膜または薄

さ0.5 mm程度の沈着ですら、加熱炉側の金属温度を、設計値250°Cを優に上回る600°Cまで簡単に上昇させ

る場合があります（DNV Technical eNewsletter、2012年10月2日発行、「Oil Contamination of Marine Boilers
（英文）」）。 
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予防措置 
油汚れによる大きな被害を回避するには、以下の手続きと予防措置を講じることを検討して

ください。  
 

1. 警報器、監視システム、自動安全停止装置は定期的に検査を行い、適正に機能し

ていることを確認してください。安全警報器と自動停止装置には、絶対にバイパ

スをつけないでください。 
 

2. それでも、ボイラー設備を、バイパスされた不良の安全停止装置と一緒に操作さ

れる場合は、水位の状態と温水タンクの油汚れの有無を継続的に目視で観察して

ください。 
 

3. 温水タンク内に設置されたフィルターは、定期的にまたは必要に応じて交換しな

ければなりません。フィルター材に少量の油が染み付いたときは、これを注意深

く観察し、必要に応じて交換してください。 
 

4. 温水タンク内の油検出装置（装着している場合）が適正に機能していることを確

認してください。 
 
是正措置 
給水システムへの油漏出が疑われる場合は、加熱コイル、熱交換器、その他の蒸気／復水系

で考えられるすべての流出源を慎重に検査し、ハイドロ試験を行って漏出源を特定してくだ

さい。漏出は一カ所とは限らないことに留意してください。油が発見された場合は、以下の

手続きと是正措置を講じることを検討してください。 
 

1. ホットウェルタンクに油を発見した場合は、ボイラー水位ガラスの内側が黒ずん

だ油性膜で汚れているかどうか確認することが推奨されます。もし汚れがあれば、

ボイラーの缶底ブローを実施せず、表面ブローだけを数回行ってください。缶底

ブローを実施すると、ボイラーが完全に油で覆われてしまいます。 
 

2. 修理後は、配管系、加熱コイル、ポンプ、ホットウェルタンクおよび加熱器に残

っているすべての油を清掃してください。メーカーの推奨事項および清掃手順は

必ず守ってください。 
 

3. 給水システムに油分がないことが保証されるまでは、ボイラーを再起動させてはな

りません。 
 
 
勧告 
ボイラー給水システム内の油が原因のボイラー損傷を防ぐには、メーカーの推奨事項に従うと

ともに、各手順書において上記の予防措置と是正措置が目立つように表示してください。さら

に、次の事項の実施も推奨されます。 
 

・ 必要に応じて可能な限り速やかに点検や修理が行えるように、船員に対して、事

故に伴うあらゆる損害を報告することを奨励する。 
 
・ ヤード停泊時に蒸気と加熱システムの修理を行った場合には、適切な検査を実施

し、船級要件に従って加熱コイルが適正に装着されていることを確認する。 
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